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１ 研究の背景

小学校５・６年生の外国語活動が本年度より必

修となった。本校では，平成５年度より１年生か

ら週１時間の外国語活動を行っており，子どもは

色々なゲーム活動等を通して，外国語に慣れ親し

むことを楽しんでいる。しかし，子どもが普段

使っていない外国語を使う必要感を感じ，高学年

になっても，外国語がうまく話せるかを不安に感

じることなく，コミュニケーションの楽しさを感

じられるような授業づくりに課題を感じている。

そのためには，小学校外国語活動の内容のう

ち，２の「言語や文化の体験的な理解」の学習内

容と指導方法を改善していくことが大切ではない

かと考えた。

具体的には，子どもが，外国の人とのコミュニ

ケーションを通して，外国の言語や文化ととも

に，自分の地域がもつ言語や文化のよさを感じる

ことで，より学習が身近で必要感のあるものにな

るのではないかと考えた。そこで，自分たちの鹿

児島のよさを外国の人に進んで伝えたくなるよう

な外国語活動の学習内容，指導方法の在り方を研

究したいと考え，研究主題を設定した。

２ 研究の内容と方向

(1) 研究の内容

① 身近な地域の素材を教材化し，学習内容，

指導方法の条件を明らかにする。

② 子どもが鹿児島のよさをとらえ，必要感を

もって主体的に活動に取り組むための学習内

容，指導方法の方向性を明らかにする。

(2) 研究の方法

① 子どもがこれまで行っている「買い物ゲー

ム」の学習内容を，地域のお土産を生かした

教材を用いて行い，子どもの実態に即した学

習内容や指導方法であったかを分析する。

② 授業実践を行い，子どもの授業の様子や感

想を基に，地域の素材を生かした学習内容に

よって，外国の人とコミュニケーションを図

るという意識や鹿児島と外国との言語や文化

の違いや面白さへの気付きが高まったかを分

析する。

３ 鹿児島のよさを再発見し、発信する

外国語活動の授業づくり

(1) 小学校６年単元「鹿児島のお土産をしょうか

いしよう」

ア 実践の立場

本単元は，子どもたちが生活の中で目にした

ことのある，外国からの観光客が鹿児島のお土

産を買う場面を取り上げ，英語を使って鹿児島

のお土産について紹介しながら売り買いする楽

しさを味わい，臨場感をもって英語でのコミュ

ニケーションのよさを味わうことをねらってい

る。また，お土産がその土地の文化を垣間見ら

れるものであることから，外国の人に紹介する

中で鹿児島の文化に対する気付きを得ることも

ねらっている。

このねらいに迫るために，鹿児島のお土産店

の様子を再現し，臨場感のある環境づくりに心

がけたい。また，これまで学習した「買い物

ゲーム」の英語も活用して，外国の人とのお土
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１ 外国語を用いて積極的にコミュニケー

ションを図ること。

２ 日本と外国の言語や文化について，体

験的に理解を深めること。
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産店でのやりとりができるようにしたい。さら

に，新しく使いたい言葉を，子どもが進んでＡ

ＬＴに知りたいことを尋ねることができるよう

に，助言をしていきたい。

具体的には，まず，ＡＬＴの出身地のお土産

の話を聞いたり，世界の国の有名なお土産クイ

ズに挑戦したりして，その土地の文化を垣間見

られるお土産に対する興味・関心を高め，今度

は鹿児島のお土産を外国の人に紹介したいとい

う気持ちをもたせる。次に，鹿児島のお土産の

紹介を考える活動を設定し，鹿児島のお土産に

ついて紹介する英語に慣れ親しんだり，話した

い英語をＡＬＴに尋ねたりして，鹿児島のお土

産店を開く準備をする。そして，後半の「鹿児

島のお土産店ゲームをしよう」の活動で，お土

産の売り買いを楽しむとともに，言えるように

なったお土産の材料や食べ方，売り買いでの会

話表現を確かめ合うことで，外国語を通しての

コミュニケーションのよさや達成感を味わえる

ようにしていきたい。

そこで，本実践にあたっては，子どもたち

が，鹿児島のお土産を売る場面で鹿児島のお土

産について外国のお土産と比較しながらよさを

感じたり，外国語を通して積極的にコミュニ

ケーションを図ったりすることができるように

するために，地域の素材を生かし臨場感や必要

感をいっそう高めることが大切であると考え，

次のような観点で実践に対する考察を加えてい

くことにする。

イ 単元の目標

(ｱ) 「外国の人とコミュニケーションを図り

たい。」という願いのもと，ＡＬＴやＪＴ

Ｅ，友達と協力しながらゲーム活動やス

キットづくりに取り組む。

(ｲ) 外国と鹿児島の特産を生かしたお土産を

比較し，言語や文化の相違点や共通点に気

付き，その言葉の面白さ・豊かさ，多様な

ものの見方・考え方について理解する。

(ｳ) 食べ物を紹介する英語や買い物での英語

に慣れ親しむ。

(ｴ) 鹿児島のお土産を紹介する場面で，より

よいコミュニケーションを図る工夫をしよ

うとする。

観点１ 鹿児島のお土産に対するよさを感

じるような学習内容・指導方法の工

夫ができたか。

観点２ 子どもたちにとって外国語を使っ

てコミュニケーションを図ることが

必要になるような学習内容・指導方

法の工夫ができたか。

ウ 単元の流れ 

時間 過程 学習課題 主な学習活動 

１ 意欲をもつ 世界のお土産クイズに挑戦しよう ・ 外国のお土産店のスキットやク

イズから鹿児島のお土産を紹介す

る単元の目標をもつ。 

２ 鹿児島のお土産をしょうかいしよう ・ 鹿児島のお土産を英語で紹介す

る方法（英語，ジェスチャー等）

を考える。 

３ 

つかむ 

もっと多くのお土産をしょうかいしよう ・ 班ごとに発表しよいところを参

考に多くのお土産を紹介する練習

をする。 

４ お土産店の準備をしよう ・ お土産の picture card を作った

り店での会話を練習したりする。 

５ 

挑戦する・

広げる 

Shopping Game をしよう ・ ゲームでお土産を紹介する。 

６ 振り返る 鹿児島のお土産しょうかいをふり返ろう ・ 自分や友達の成長をふり返る。 



園田愛美：鹿児島のよさを再発見し発信する外国語活動の授業づくり

－211－

４ 鹿児島のよさを再発見し、発信する外国語動の授業の実際

(1) 活動の流れ（５／６時）

【Shop Master】                 【Customer】 

Hello. Hello. May I 
Help you? 

品物を尋ねる

食べ方を尋ねる

品物を紹介する

材料を紹介する

あいさつをする

材料を尋ねるIt’s Shirokuma 

What’s in it? 

It’s flurts, ice, and 
condensed milk. 

How do you eat 
it? 

What’s this? 

教師から品物を

＄１で仕入れる お店を見て回る 

食べ方を紹介する

値段を尋ねるWhat’s in it? 

値段を答える How much? 

コミュニケーションの積極性の高まり 

言語や文化に対する体験的な理解の深まり 

買い物の英語や鹿児島のお土産を紹介する英語への慣れ親しみ 

お金を受け取る（各班＄１００）

お金を支払う

お礼を言う

役 割 交 代

Here you are. 

1doller, please. 

Thank you. 

Good bye. Good bye. 
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(2) 学習内容，指導方法の工夫

① 臨場感のある場の設定

拡大絵,ＢＧＭ（おはら節），ハッピ等でお土

産店の店員になりきって意欲的な活動ができる

ようにした。

② 話す意欲が高まる場の設定

客は質問をたくさんするほど安い値段で買い

物ができるルールにした。そのことで土産物店

役の紹介の会話も広がり，活発に会話をするこ

とができた。

③ hint card やpicture cardを準備

お土産の品は，児童へのアンケートをもとに

８つに絞り，児童がピクチャーカードを作成し

た。

④ 相手意識を高める指導

鹿児島のお土産を紹介したいという店員の気

持ちや，鹿児島のお土産を知りたいという客の

気持ちに立った会話ができるように，実際のお

店の写真等を見せたり，これまでの学習の中で

気をつけていることを発表させたりした。

(3) 実践の考察

【観点１】鹿児島のお土産に対するよさを感じる

ような学習内容・指導方法の工夫ができたか。

① 地域の素材である鹿児島のお土産に関する

英語を取り扱った教材の準備

使った拡大絵と手作りハッピ

積極的に買い物ゲームの中で会話をする児童

児童が作ったカード

教師が作ったヒントカード

児童に見せた土産店の様子
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児童へのアンケートをもとに，鹿児島の有名

なお土産を扱ったことで，それぞれの児童が，

鹿児島のお土産について改めて気付いたり，思

いを深めたりすることができていた。教師は，

児童が平易な英語で安心感をもって鹿児島のお

土産の紹介ができるように，語彙を絞り，写真

で作ったhint card やpicture cardを準備した。

写真で作ったカードを用いることで，子ども達

が平易な英語「What’ this?」だけで，いろいろ

な英語をＡＬＴに聞くことができた。

② 鹿児島のお土産と外国のお土産を比較させ

た

第１時で，外国のお土産クイズに挑戦し，Ａ

ＬＴが自国のお土産を紹介するのを見て，「自

分たちも紹介したい」という意欲を高めること

ができた。そのクイズから，「お土産とは，そ

の土地でとれる物や有名な物を使っているん

だ」「お土産でその土地のことがわかるんだ」

という気付きを得て，鹿児島のお土産と外国の

お土産を単元を通して比べることで，鹿児島の

お土産に対する特徴を考えることができ，もっ

と多くの人に知らせたいという意欲にもつな

がった。

【観点２】子どもたちにとって外国語を使ってコ

ミュニケーションを図ることが必要になるよう

な学習内容・指導方法の工夫ができたか。

① 臨場感のある会話づくりを行った

自分たちが知らないお土産を買うならどんな

ことを尋ねたいかを考えさせ，実際に行われる

ような会話ができるようにした。また，実際に

鹿児島中央駅のお土産店を取材し，お店の人の

話より，新幹線開通の影響で，海外からの観光

客が増えたことや，宗教上の理由等で，お土産

の材料や食べ方を尋ねられる機会があるのだと

いうことを児童に語り，臨場感をもって活動さ

せるようにした。

② 相手意識をもたせる指導を行った

相手の目を見て話すようにする，ジェス

チャーを活用する，丁寧にゆっくり話す等，外

国の人と会話をするからこそ特に意識したいこ

とを考えさせ，自分のコミュニケーションのめ

あてを決めてゲーム活動を行い，その課題を自

己評価する形で，本時の活動を振り返らせた。

実際に行われている場面をイメージできること

で，外国の人に伝わる話し方をしようとするめ

あて設定がスムーズにでき，どの児童も自分の

めあてに沿った自分のかんばりを実感すること

ができた。

５ 研究の成果と課題

(1) 成果

研究を通して，設定した学習内容・指導方法

から，言語や文化への体験的な理解を深め，そ

れがさらなるコミュニケーションの積極性へと

つながる児童の姿を見ることができた。

また，本研究を県小学校外国語研究会夏季研

修会で県下の先生方に御報告したところ，先生

方のアイディアから，例えばお土産であって

も，同じ鹿児島県でも全く異なるその土地なら

ではの文化が垣間見えることが分かった。地域

の特色を外国語活動に生かすことは，自分たち

のもつ「文化」の固有性，面白さを実感する契

機になりそうだと言える。

(2) 課題

○ 研究が，文化や外国の文化に対する共感的

な思いを高めることにつながっているか，子

児童の振り返りより

・ 鹿児島のお土産には，「さつま」とい

う鹿児島の昔の言い方や，「桜島」のよ

うに土地の名前が入っている物がある。

外国のお土産や他の県のお土産のことも

もっと知ってみたい。

・ 鹿児島のお土産がどんな材料でできて

いるか分かった。鹿児島の特産物を多く

使っていると改めて分かった。英語で言

えたので，これから外国の人に実際に紹

介してみたい。

・ 鹿児島のお土産は，世界一大きい桜島

大根や，世界一小さい桜島小みかん，日

本一の生産量の黒豚などがあり，色々な

人に知ってほしいいいところがたくさん

あると思った。
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どもの意識を継続的に見取っていく必要があ

る。

○ 学びの達成感を高めるために，実際に外国

の方ともっとふれあえる機会を設定していく

必要がある。
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